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り、NA:適用外、で評価する調査票を作成した。次に、調査者 2 名が大学病院内 16ヶ所を
調査票により評価した。本調査の結果、色弱者や白内障の患者が識別困難と考えられる文
字・図・記号や配色が散見された。以上の結果を、改善案や注意点としてまとめ、提言を

















おける high-risk HPV感染について酒に強い集団 GG（44例）、酒に弱いまたは酒が飲めな
い集団 AG+AA（151例）の 2つに分けた。 
SNP解析の結果、High-risk HPV(－)の GG遺伝子型頻度はNormal 8例（18.2％）、LSIL 
14例（18.4％）、HSIL 4例（36.7％）、AG+AA遺伝子型頻度は Normal 36例（81.8％）、
LSIL 60例（81.1％）、HSIL 7例（63.3％）であった。High-risk HPV(＋)の GG遺伝子型
頻度は Normal 3例（30.0％）、LSIL 12例（42.9％）、HSIL 3例（10.0％）、AG+AA遺伝
子型頻度は Normal 7例（70.0％）、LSIL 16例（57.1％）、HSIL 27例（90.0％）であった。
LSIL と HSIL 間で有意差（P = 0.003）がみられた。High-risk HPV タイプに感染した







































爆発的に増加し、2015 年には 3180 億トンを超えた。この食肉供給に資する畜産業の隆盛
は、一方で森林・草原の破壊、生物多様性の喪失、さらに地球規模の水不足を引き起こし
ている。世界の穀物生産はヒトの食糧のためばかりでなく、今やその 48%は畜産肥料と化
している。かくして家畜は増え（牛 14.6億頭、豚 10.4億頭、羊 11.3億頭、鶏 198.6羽）、
ヒトも増え（72億人）、そして肥満化（先進国の肥満率は 61%超）している。【肥満と地球
環境】地球は生命を宿す星である。この地球の環境を破壊する地球温暖化の元凶は、大気
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対象および方法：兵庫県下の歯科衛生士養成機関 4校を対象に平成 24年度から平成 26年
度の期間における入学者数・就業状況、求人件数、就職状況等について、また、兵庫県歯


























































   
 
プレセプシン複合体の形成機序の解明 
― 相互作用タンパクの同定 ― 
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 8～9 週齢の C57BL/6J 雄マウスに、ドーパミン神経を傷害する薬物である rotenone





































































は、FGAを 40%程度までノックダウンしても他の FGB、FGG の mRNA 発現量はほとんど
変化しなかった。しかし、今回 FGA をノックアウトすると、FGB の mRNA 発現量は正常
細胞と比べ 55%程度に減少し、FGGの mRNA発現量は 20%程度まで減少した。【考察】FGA
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【概要】c-kit 遺伝子に germline の変異を有する家族性多発性 GIST（Gastrointestinal 
Stromal Tumor）のモデルマウスはこれまでに 3種類が作製されているが、それらモデル
マウスの GIST からは未だ培養細胞株は樹立されていない。培養細胞株の樹立による in 
vitro の実験とモデルマウスそのものを用いた in vivo の実験の併用は、各種薬剤の抗腫瘍
効果判定をはじめとする様々な GIST研究に重要である。 
【目的】本研究では、家族性多発性 GIST のモデルマウス (exon 17変異を持つタイプ) に



























②学生の英語学習の実態及び意識調査（質問紙回収率：H27年 9月は約 97%、H28年 1
















【方法】ヒト単球系培養細胞 THP-1を用いて、へミンによる ROS産生を CM-H2DCFDA、
細胞死を Annexin-V-PI によりフローサイトメトリー（FCM）等で測定した。 
【結果】1）抗酸化剤NAC (N-acetyl cysteine) ；ROS産生と細胞死を抑制した。 
 2）NADPH oxidase（Nox）阻害剤；①VAS2870：ROS産生と細胞死を抑制しなかった。
②DPI (diphenyleneiodonium chloride) ：ROS 産生と細胞死を抑制した。③Apocynin：
ROS産生を増強した。 
 3）ミトコンドリア選択的抗酸化剤Mito-TEMPO； ROS産生は抑制せず、細胞死は抑制
した。 
【考察】結果から以下の 2点が推測される。 
1）へミンによる ROS産生には、複数経路（Noxとミトコンドリア）が関与している。 
2）へミンによる細胞死誘導にはミトコンドリアでの ROS産生が重要である。 
今後、ミトコンドリアでの ROS産生と細胞死誘導との関連について、更に検討を進める必
要がある。 
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